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昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
W
杯
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
日
本
と
死
闘
を

演
じ
た
ベ
ル
ギ
ー
。フ
ェ
ア
プ
レ
ー
に

徹
し
た
日
本
代
表
選
手
だ
け
で
な

く
、「
日
本
の
フ
ァ
ン
は
敗
戦
後
に
観

客
席
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
う
な
ど
、ベ
ル

ギ
ー
人
に
非
常
に
好
意
的
な
良
い
印

象
を
残
し
た
」と
コ
レ
ン
バ
ー
グ
氏
。

日
本
に
論
文
の
発
表
で
訪
れ
る
機
会

が
あ
っ
た
が
、大
人
だ
け
で
な
く
、子

供
の
規
律
・
礼
儀
の
正
し
さ
、ひ
た
む

き
さ
な
ど
に
感
嘆
し
た
と
い
う
。

　

主
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
タ
イ
社

会
に
貢
献
を
し
て
い
る
コ
レ
ン
バ
ー
グ

氏
は
、多
方
面
に
わ
た
っ
て
そ
の
才
能

を
発
揮
し
て
い
る
。博
士
号
の
取
得

後
は
週
末
に
大
学
で
講
師
と
し
て
働

く
と
同
時
に
、現
在
携
わ
っ
て
い
る
非

営
利
団
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）で
テ
ニ
ス
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
チ
と
し
て
人
の
役

に
立
ち
た
い
と
抱
負
を
述
べ
る
。

　

タ
イ
と
ベ
ル
ギ
ー
が
協
力
で
き
る

得
意
な
分
野
と
し
て
、飲
食・お
も
て

な
し
・
観
光
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
界

を
挙
げ
る
。ま
た
、欧
州
と
東
南
ア

ジ
ア
の
中
心
に
あ
る
両
国
は
、そ
の

優
位
性
を
生
か
し
て
地
域
の
戦
略

的
な
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
緊
密

に
協
力
す
る
こ
と
を
提
案
。た
だ
、

上
司
と
部
下
、教
師
と
学
生
の
権
力

距
離
が
高
い
タ
イ
と
は
文
化
的
に
は

隔
た
り
が
あ
り
、「
タ
イ
人
は
日
本

人
と
同
様
に『
Ｗｅ
』で
行
動
す
る
が
、

ベ
ル
ギ
ー
人『
Ｉ
』で
主
張
し
ま
す
」

と
説
明
す
る
。

王
国
同
士
の
絆

　
ベ
ル
ギ
ー
と
タ
イ
は
昨
年
、国
交

樹
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
。両
国

と
も
王
国
と
い
う
こ
と
で
日
本
の
皇

室
や
タ
イ
の
王
室
と
緊
密
な
関
係
を

保
っ
て
き
た
。バ
ン
コ
ク
都
心
を
走
る

ラ
マ
４
世
通
り
と
サ
ト
ー
ン
通
り
に

架
か
る「
タ
イ
・ベ
ル
ギ
ー
陸
橋
」に
、

ベ
ル
ギ
ー
か
ら
逆
輸
入
さ
れ
た
高
級

タ
イ
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン「
ブ
ル
ー
エ
レ

フ
ァ
ン
ト
」な
ど
、市
内
に
は
両
国
の

関
係
が
深
い
こ
と
を
示
す
陸
標
が
あ

る
。「
タ
イ
料
理
は
ベ
ル
ギ
ー
で
大
人

気
。ゴ
デ
ィ
バ
な
ど
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

は
タ
イ
で
も
有
名
」
と
食
べ
物
が

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
な
り
、結
婚
に
至
る

カ
ッ
プ
ル
も
少
な
く
な
い
と
相
性
は

抜
群
だ
。

　
コ
レ
ン
バ
ー
グ
氏
は
メ
デ
ィ
ア
企
業

の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
の

顔
も
持
つ
。政
府
機
関
、民
間
企
業

の
ト
ッ
プ
か
ら
著
名
人
、芸
能
人
ま

で
幅
広
い
人
脈
を
生
か
し
て
他
の
メ

デ
ィ
ア
と
は
一
線
を
画
す
取
材
方
法

で
報
道
す
る
。学
問
、仕
事
、社
会
活

動
と
三
足
の
草
鞋
を
履
く
多
忙
な

日
々
を
送
る
が
、今
後
は
情
熱
の
あ

る
ひ
と
か
ど
の
あ
る
人
物
と
し
て
タ

イ
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
熱
く
語
る
。

多
才
な
才
能
を
活
か
し
、

タ
イ
社
会
に
貢
献
す
る
ベ
ル
ギ
ー
人

長年に渡り、タイの教育活動に携わってきた聖ガブリエル修道会が運営する私立
アサンプション大学で学士・修士（MBAなど）を取得。在学中にはテニスの大会で
優勝するなど、現在は「リーダーになる条件である哲学などを学びたい」と人間科
学の博士課程で学ぶ。在タイ歴は27年。幼少時から父親に連れられてタイ国内
を転 と々し、「北部の山岳民族らとの交流などを通じて相互理解を深め、異文化を
尊重することを学んで成長してきました」と振り返る。
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